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地域の中高年女性における肢不自由の実態に関する研究
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目的　わが国における地域高齢者の身体機能保持に対する具体的指針の基礎資料とするため，地

域在住中高年女性を対象に肢不自由の実態を調査し，加齢変化およびその理由について検討

した。

方法　長崎県大島町在住の40歳以上の女性580人（有効回答率28.9％）を対象とした。

　不自由の程度は，左上肢，右上肢，左下肢，右下肢の各肢に対して，「不自由無し」，「不

自由少し」，「不自由中等度」，「使えない，またはとても困難」の4段階で調べ，不自由にな

った理由も調べた。

　肢機能の総合評価のため，「肢機能度」を「不自由無し：O点」，「不自由少し：1点」，「不

自由中等度：2点」，「使えない，またはとても困難：3点」とし，対象者別に両上肢および

両下肢の和（不自由点数）を求め，上・下肢機能度について，不自由点数0点を肢機能度

「良」，1～2点を肢機能度「やや不良」，3～6点を肢機能度「不良」と定義した。

結果　少なくとも一上肢に不自由を有する者の割合は，全体で，少し以上の不自由がある者は

11.9％，中等度以上の不自由がある者は4.3％であり，ともに年齢が高くなるに従って有意

に増加した。少なくとも一下肢に不自由を有する者の割合は，全体で，少し以上の不自由が

ある者は27.2％，中等度以上の不自由がある者は12.9％であり，年齢が高くなるに従って有

意に増加した。下肢に不自由を有する者の方が上肢に不自由を有する者よりその割合は高か

った。

　上肢および下肢機能度について，全体としてみると，上肢では「やや不良」の者は9.5％，

「不良」の者は2.4％であり，年齢が高くなるに従ってその割合は増加し，機能度は不良化し

ていた　(P＝0.003)。また，下肢では「やや不良」の者は19.0％，「不良」の者は8.3％と上

肢同様に年齢が高くなるに従ってその割合は増加し，機能度は不良化していた(P＜0.001)。

　不自由になった理由としては上下肢とも関節炎（症）によるものが，上肢で約2割，下肢

で約4割と多かった。脳卒中，骨折，骨折以外のケガによるものは，各々約1割だった。

結論　地域在住女性において，高齢になるほど，肢不自由を有する者の割合は増加し，機能度は

不良化するという実態が明らかとなった。また，上肢に比べ下肢の不自由の割合が高く，関

節疾患は，肢不自由をきたす主たる要因となっていた。
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